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1. 概要 

1-1. 研究開発および計画の概要 

本研究開発は、超高齢社会において顕在化する「移動困難者の回遊・交流・社会参加の困難さ」とい

う課題に対し、公共空間のあり方を再定義し、データと人の関係性を活用した「公共空間マネジメント

DX」のシナリオを構築することを目的として実施したものである。従来のバリアフリー施策が、施設単

位・ハード整備中心にとどまっていたのに対し、本研究では、移動行動に加え、心理的側面や、空間運

営を一体的に捉え、都市スケールでの包摂的な社会参加の実現を目指した。 

研究は 2023 年度から 2025年度にかけて実施し、福岡市天神地区・大橋地区、北九州市小倉・黒崎地

区、糸島市筑前前原地区を主なフィールドとして、①移動時の物理的・環境的バリアの可視化、②移動

困難者と支援者の関係性に着目した心理的バリアの解消、③公共空間の利活用・運営の高度化、の三点

を柱に検討を進めた。AIカメラや車椅子センシングによる実証、当事者・事業者へのヒアリング、社会

実験、ワークショップ等を段階的に実施し、実証と検証を重ねながらシナリオの具体化を行った。 

研究の進行過程において、当初想定していた「移動支援技術の高度化」だけでなく、移動困難者自身

の心理的抵抗感、支援する側の躊躇、公共空間の運営ルールや慣習といった「見えにくい障壁」の影響

が大きいことが明らかとなった。このため、単なる技術開発にとどまらず、「人と人の関係性」「公共空

間の使われ方」「支援が自然に発生する仕組み―さりげない SOSシステム」まで含めた総合的なマネジ

メントモデルへと計画を発展させた。 

また、領域会議やサイトビジットでの助言を踏まえ、研究成果を特定地域に閉じず、他都市でも応用

可能な汎用的シナリオとして整理する方針を明確化した。これにより、本研究は次段階であるソリュー

ション創出フェーズに接続可能な基盤形成として位置づけられる成果を得るに至った。 

1-2. 成果の概要 

本研究により、以下の成果が得られた。 

第一に、AIカメラや車椅子センシングを活用し、移動困難者が直面する段差、勾配、混雑、心理的不

安といった要素を定量的に把握・可視化する手法を確立した。これにより、従来は経験則に依存してい

た移動環境の評価を、データに基づき議論できる基盤を構築した。 

第二に、移動困難者と支援者双方への調査・実証を通じて、「支援したいが声をかけにくい」「迷惑を

かけたくない」といった心理的障壁の存在を明らかにし、これを緩和するためのマッチング概念や「思

いやり経験値」という新たな視点を整理した。これは、福祉施策にとどまらない市民参加型の支援モデ

ルとしての可能性を示す成果である。 

第三に、本研究で蓄積した、街中における段差、勾配、混雑、心理的負荷といった「移動時のバリ

ア」に関する知見は、デジタルツインを用いた空間分析や時間帯別利用の検討を通じて、公共空間の再

編方針に具体的に活用されつつある。特に福岡市で進行する再開発においては、事業者や公共空間管理

者との継続的な協議を通じ、歩行空間の構成、滞留空間の配置、支援の見える化といった点について、

本研究で得られた知見をもとに改善点を確認・共有した。これにより、移動困難者の視点を踏まえた公

共空間のあり方が、実際の計画・運用段階に反映される可能性が示された。 

以上の成果により、本研究は「移動困難者の回遊・交流・社会参加を支える公共空間マネジメント

DX」の基本構造を明確化し、技術・人・制度を横断した実践的なシナリオを提示した。これらは、次フ

ェーズにおける社会実装および他地域展開に向けた重要な基盤となるものである。 
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2. 目的・目標の達成状況  

2-1. 研究開発スケジュール 

図-1.研究開発スケジュール 

 

2-2. 実施項目毎の成果 

(1) 都市のバリア・快適情報に対する個人の状況に応じた回遊ルート提示シナリオ創出 

中項目①：超高解像度デジタルツインによるバリア・快適情報の構築 

（目的・位置づけ） 

本項目は、「身体のバリア」に起因する移動困難の実態を定量的に把握し、個人の状況に応じた回遊支援

の基盤を構築することを目的として実施した。都市空間に存在する段差、勾配、路面状態、混雑、滞留状

況といった要素を、従来の目視調査ではなく、データとして蓄積・分析可能な形で取得することを目標と

した。 

（実施内容・手法） 

天神地区を対象に、AI カメラおよび GPS データを用いた高解像度デジタルツインを構築し、歩行環境・

滞留状況・時間帯別利用特性を可視化した。あわせて、道路幅員、勾配、段差、植栽、日射・風環境とい

った物理環境情報を重ね移動時の負荷や快適性を評価可能な基盤を整備した。 
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（成果） 

・都市空間における「移動しにくさ」「滞留しやすさ」を定量的に把握可能な基盤を構築 

・時間帯別・場所別にバリア特性が変化することを可視化 

・後続の回遊分析・マッチング・公共空間設計の基盤データとして活用可能な状態を実現 

（想定を超えた成果・考察） 

当初は移動困難者向けの分析を主目的としていたが、一般歩行者や来街者にとっても「歩きやすさ」「居

心地」に差が生じていることが明確となり、公共空間の質評価ツールとしての汎用性が確認された。 

図-2. デジタルツイン上での各種バリア・快適情報の蓄積 

 

中項目②AIカメラ・車椅子センシングによる困難・快適情報の収集と回遊支援 

（目的・位置づけ） 

本項目は、個人の障がい特性や使用する車椅子・ベビーカー等の種類に応じた、個人にとって最適の回遊

支援の実現に向け、路面のバリア情報と心理的負荷量（移動抵抗係数）との関係を定量的に明らかとし、

ルート提示アプリの構築を目的とした。 

（実施内容・手法） 

AI カメラおよび車椅子搭載センサを用い、走行時の振動、傾斜等を取得し、一方で心理的負荷量を現地

アンケートにより明らかとする。これらのデータを個人属性（車椅子種類、車椅子利用、障がいの状況等）

と組み合わせ、回遊時に負荷となる要因を抽出した。 

（成果） 

・移動困難者が「避ける」「滞在しづらい」と感じる地点を可視化 

・車椅子搭載センサにより、路面のバリア情報（横断勾配、縦断勾配、段差、路面凹凸）の自動抽出方法

の設定と心理的負荷量との比較・整理した。 

・当事者団体へのヒアリングによる個人属性（車椅子・ベビーカー種類、車椅子利用、障がいの状況、介

助者有無等）による心理的負荷量をコストマトリクスとして整理した。そのコストマトリクスを基に、ル

地図：OpenStreetMap 
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ート探索アプリの試験的構築を行い、現地での当事者との可能性試験を 16回実施した。 

（完成度・課題） 

・実証実験において、回遊ルートの選択傾向に変化が見られ、大通りや路面のバリアが少ない道路の優先

抽出が可能となった。参加者の回遊距離・滞在時間の増加傾向を確認。 

・回遊ルート提示システムは、概念実証（PoC）段階として一定の有効性を確認できた。一方、リアルタ

イム更新や個人属性の細分化については今後の改良が必要であり、ソリューション創出フェーズでの高

度化課題として整理された。 

図-3. 車椅子センサを用いた路面バリアセンシング 

図-4.異なる身体・車椅子等の状況に応じたルート探索技術 

 

地図：OpenStreetMap 

地図：OpenStreetMap 

新聞記事 
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(2) 移動困難者とサポーターのマッチングシナリオ創出 

中項目①心理的バリア（心のバリア）の解明 

（目的・位置づけ） 

本項目は、移動困難者の回遊・社会参加を阻害する要因として、段差や勾配といった物理的バリアに加

え、「声をかけにくい」「迷惑をかけてしまうのではないか」といった心理的バリアが大きく影響している

点に着目し、その実態を明らかにすることを目的として実施した。特に本研究では、移動そのものだけで

なく、「どこに行くか」「どこで安心して過ごせるか」という目的地選択の段階において、心理的障壁が行

動を制限している点に着目し、当事者視点での情報不足が外出・社会参加の抑制要因となっているとの

仮説のもと調査を行った。 

（実施内容） 

福岡県全体において、移動困難者（車椅子利用者、高齢者、ベビーカー利用者等）183名を対象としたオ

ンラインアンケート調査および、当事者ヒアリング調査を実施した。一方、市民・学生等を対象としたア

ンケート調査およびヒアリング調査を実施した。 

調査では、支援を「受ける側」「行う側」の双方に対し、以下の観点から情報を収集した。 

• 支援を求めることへの心理的抵抗 

• 支援を申し出る際の不安要因 

• 安心して立ち寄れる店舗・場所の条件 

• 飲食店選択時に重視する情報（段差、トイレ、通路幅、店員対応 等） 

さらに、当事者参加型の取り組みとして、移動困難者自身が実際に利用した飲食店について、「入りやす

さ」「店内動線」「対応のしやすさ」等を評価・共有する仕組みの試行を行い、街中の飲食店情報を「当事

者の視点」で蓄積する実証を行った。 

図-5.移動困難者の外出を阻む心理的バリア（心のバリア）の解明 
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図-6.移動困難者の街中の「サードプレイス＝居場所」として出かけたい場所の類型 

（成果） 

調査の結果、支援行動をためらう最大の要因は「相手の意図が分からない」「迷惑をかけてしまうのでは

ないか」という心理的不安であることが明確となった。また、移動困難者側においても、「どの店なら安

心して入れるか分からない」「事前情報がないため外出自体を控える」といった声が多く、目的地選択段

階での心理的ハードルが社会参加を大きく制限していることが明らかとなった。 

一方で、当事者自身が評価した飲食店情報や体験談を共有する仕組みを導入したところ、外出への心理

的抵抗が低下し、「行ってみようと思える」「安心して選べる」という反応が多く確認された。 

この結果から、心理的バリアは固定的なものではなく、当事者の経験を可視化・共有することで低減可能

であることが示された。 

 

中項目②移動困難者とサポーターのマッチング手法の構築（当事者参加型・飲食店情報共有を含む） 

（目的・位置づけ） 

本項目は、前項で明らかとなった心理的バリアを踏まえ、移動困難者とサポーター、さらに店舗・地域側

が自然に関われる仕組みを構築することを目的として実施した。特に、「支援を依頼する」「支援する」と

いう関係にとどまらず、当事者の経験が地域資源として循環する仕組みの構築を目指した。 

（実施内容） 

実証では、「思いやり経験値」という概念を導入し、以下の取り組みを実施した。 

• 移動困難者による飲食店・目的地の体験評価の収集（39店舗の情報収集） 

• 店舗側の受入状況・配慮内容の整理 

• 支援行動や配慮が可視化される仕組みの検討 

特に、当事者自身が「おすすめできる店舗」「配慮があると感じた場所」を発信する仕組みを導入した点

が特徴であり、従来のバリアフリーマップとは異なる実体験に基づく情報共有が可能となった。 

（成果） 
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実証の結果、支援行動や店舗の配慮が可視化されることで、支援する側・される側の双方に心理的な安心

感が生まれ、支援行動への抵抗感が低下するという意見が得られた。また、飲食店情報を当事者参加型で

蓄積・公開する仕組みは、移動困難者の外出意欲を高めるだけでなく、店舗側にとっても「どのような配

慮が評価されるか」を理解する機会となり、結果として地域全体の受入環境の向上につながることも確

かめられた。これらの成果から、移動困難者の社会参加を促進するためには、物理的バリアの除去に加

え、当事者の経験を循環させる関係性のデザインが極めて重要であることが明らかとなった。本研究で

得られた知見は、今後のソリューション創出フェーズにおいて、デジタル基盤と連動した実装へと発展

可能な成果である。 

 

(3) 移動困難者の交流・社会参加に向けた公共空間のリ・デザイン・マネジメント DXシナリオ創出 

中項目①高解像度デジタルツインを活用した公共空間のバリア・快適性分析 

（目的） 

本項目は、高解像度デジタルツイン上に蓄積された都市空間データを活用し、時間帯や利用状況の違い

によって変化する街中の「バリア」および「快適性」を可視化することを目的として実施した。特に、移

動困難者にとっての歩行・滞留のしやすさは、空間の物理構成のみならず、時間帯別の混雑、日照、動線

の重なりなど動的要因の影響を強く受けることから、統合的に評価できる仕組みの構築を目指した。 

（実施内容）福岡市天神地区を対象に、既存の都市データ、現地観測暑熱データ、AI カメラによる人流

情報等を統合し、高解像度デジタルツインを構築した。このデジタルツイン上において、以下の観点から

時間帯別のシミュレーションおよび可視化を実施した。 

• 歩行者密度・滞留の発生状況 

• 移動困難者にとっての通行困難箇所（段差、勾配、混雑等） 

• 時間帯別の暑熱環境等の快適度・負荷の変化 

これらの情報を重ね合わせることで、街中における「バリア・快適ヒートマップ」を作成し、時間帯ごと

の利用しやすさの違いを定量的に把握した。 

（成果） 

地図：OpenStreetMap 
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その結果、天神地区においては、同一空間であっても時間帯によって移動困難度が大きく変化すること

が明らかとなった。特に、通勤・買物ピーク時には混雑と空間的制約が重なり、移動困難者にとって心理

的・身体的負荷が大きくなる一方、時間帯によっては比較的快適に滞在可能なエリアが存在することが

確認された。本分析により、公共空間の評価を「平面的・静的」な視点から、「時間軸を含む動的評価」

へと拡張することができ、再開発や空間再編における検討材料として有効な知見を得た。 

図-8. AI カメラによる人流混雑パターン分析・暑熱パターン分析 

 

中項目②交流・社会参加が可能な都市の余白空間の抽出および予約システムの検討 

（目的） 

本項目は、移動困難者であっても安心して滞在・交流できる都市内の「余白空間」を抽出し、それらを活

用した社会参加の可能性を検討することを目的として実施した。従来の公共空間は通行機能を重視して

整備されることが多く、滞在や交流の視点が十分に考慮されてこなかった。本研究では、デジタルツイン

分析の成果をもとに、時間帯や利用状況に応じて活用可能な空間を再定義することを試みた。 

図-9. 各種データによる余白空間の抽出と実証実験 地図：OpenStreetMap 
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（実施内容） 

中項目①で構築したバリア・快適ヒートマップを基に以下の点から余白空間を抽出した。 

• 混雑が緩和される時間帯に利用可能な空間 

• 移動困難者が安全に滞在できる広さ・動線を有する空間 

• 店舗前空間、公開空地、歩行者空間の一部など柔軟な利用が可能な場所 

これらの空間について、移動困難者の利用を想定した検証を行い、予約・利用の考え方を整理した。 

特に、誰が・いつ・どのように利用できるかを可視化することで、利用者と管理者双方の心理的負担を軽

減する運用方法について検討を行った。 

（成果） 

その結果、天神地区には、適切な時間帯と運用を前提とすれば、移動困難者が安心して利用可能な余白空

間が複数存在することが明らかとなった。また、事前に利用可能性を可視化し、支援体制を明示すること

で、空間利用への心理的ハードルが低下することが確認された。本成果は、公共空間を「通過する場」か

ら「滞在・交流する場」へと転換するための具体的な手がかりを示すものであり、ソリューション創出フ

ェーズにおける実装検討に直接つながる成果である。 

 

中項目③地域共創プラットフォームの構築 

（目的） 

本項目は、公共空間の改善を一過性の実証で終わらせるのではなく、地域の関係主体が継続的に議論・改

善を行うための協働基盤を構築することを目的として実施した。 

（実施内容） 

福岡市・北九州市・別府市・糸島市において、地権者組織、事業者、公共施設管理者、自治体関係者、研

究者等が参加する協議および車椅子ワークショップの場を、1～2 か月に 1 回程度の頻度で設置した（合

計 17回）。協議では、以下の内容を中心に意見交換を行った。 

• 移動困難者の視点から見た課題の整理 

• 公共空間運営の在り方・ルート探索アプリ・思いやりポイントアプリの在り方 

 
図-10. 関係者共創ワークショップ 17回の実施（プロジェクト前半期間のみ掲載） 
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（成果） 

これらの取り組みにより、天神地区においては、公共空間を「誰のために、どのように使うか」という視

点が関係者間で共有され、ハード整備と運営・ルール設計を一体で考える認識が形成されつつあること

が確認された。また、研究成果を単なる検証結果として終わらせるのではなく、実際の再開発やエリアマ

ネジメントに反映していくための協議基盤が整備され、地域共創型の公共空間マネジメントに向けた実

践的な土台が構築された。 

 

3. 今後の計画および展望 

本研究では、移動困難者の回遊・交流・社会参加を阻む要因を、身体的バリア、心理的バリア、公共空

間の運用という複数の観点から整理し、これらを統合的に扱う公共空間マネジメントの枠組みを構築し

てきた。特に、デジタルツインを活用した空間分析、当事者参加型の情報収集、地域関係者との協働を通

じて、従来のバリアフリー施策では十分に扱われてこなかった使われ方や感じ方を可視化できた点に本

研究の意義がある。 

本研究で得られた成果は、福岡市に限定されるものではなく、他都市においても共通する課題に応用可

能である。特に、時間帯別に変化する混雑や滞留状況を踏まえたデジタルツイン分析、余白空間の再評

価、当事者視点による情報蓄積の手法は、他地域でも導入しやすく、今後の展開可能性が高い。 

ソリューションフェーズでは、「実装」と「横展開」を重視した体制構築を進めている。シナリオ段階

では、福岡市身体障害者福祉協会・清水会長の協力のもと、地域に根差した実証を行ってきたが、ソリュ

ーション段階では、より広域的な展開と実装スピードが求められる。このため、移動困難者向けアプリの

開発・運用実績を有し、複数地域で活動を展開している Divers Project代表・内山氏に協働実施者とし

て参画いただいた。なお、福岡市身体障害者福祉協会には引き続き協力団体として参画いただき、地域性

を踏まえた検証を継続している。 

また、シナリオ段階での実証結果から、移動困難者にとって「安心して行ける場所の情報」が外出意欲

を大きく左右することが明らかとなった。この知見を踏まえ、ソリューションフェーズではツーリズム

分野を重要な展開先の一つと位置づけている。観光や外出は心理的ハードルが高い一方、事前に十分な

情報が得られれば行動につながりやすく、本研究で構築した回遊支援や当事者参加型情報共有の仕組み

と親和性が高い分野である。 

さらに、本研究の成果はすでに福岡市外（北九州、別府、東京等）においても応用が始まっており、地

域特性に応じた展開可能性が確認されつつある。可能性試験では、デジタルツインによる空間評価の有

効性、当事者参加型の情報収集の実装性、運営主体の違いによる課題などを検証し、社会実装に向けた課

題整理を行った。以上、本プロジェクトは、すべての移動困難者の課題を直接解決するものではないが、

「外出が億劫」「人と関わることを避けたい」といった孤立傾向が広がる中で、安心して外に出られる環

境を整えることの重要性を示した点に意義がある。誰一人取り残さない社会の実現に向け、本研究で得

られた知見は、今後の都市計画、公共空間運営、アクセシブル・ツーリズムの推進に寄与する基盤となる

ものである。 

 

4. 計画・実施体制等の妥当性 

4-1. 研究開発実施体制・効率性等 
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本研究では、移動困難者の多様なニーズに対応するため、研究機関、民間企業、当事者団体が連携する

コンソーシアム型の実施体制を構築し、研究開発を推進してきた。特に、特定の障がい特性に限定せず、

車椅子利用者、視覚障がい者、多胎児ベビーカー利用者など、異なる移動制約を有する当事者の視点を横

断的に取り込むことを重視した点に本プロジェクトの特徴がある。 

具体的には、車椅子利用者向けアプリを開発・運用する Divers Project、多胎児家庭の移動課題に取り

組む tatamama および PONO、視覚障がい者向けナビゲーションアプリを開発する Ashirase と連携し、そ

れぞれの当事者視点および技術的知見を研究に反映させた。これにより、単一のユースケースに依存し

ない、汎用性と拡張性を備えた回遊支援・情報提供の枠組みを検討することが可能となった。 

また、研究の進展に伴い、領域・プログラムアドバイザーから「技術実証にとどまらず、社会実装を見

据えた体制構築が重要」との助言を受けたことを踏まえ、実施体制を段階的に拡張した。具体的には、国

土交通省歩行ナビプロジェクトとも連携し、省庁施策との整合性を意識した研究体制へと発展させてい

る。さらに、2024 年度にはスマートグラス関連企業にも参画いただき、視覚情報に依存しないハンズフ

リー型ルート案内や、リアルタイムでの支援情報提示など、次世代型移動支援技術の可能性についても

検討を開始した。これにより、従来のスマートフォンベースの支援に加え、将来的な技術展開を見据えた

体制構築が可能となった。 

 

4-2. プロジェクトの運営・活動 

本プロジェクトでは、研究開発の進捗や社会情勢の変化を踏まえ、柔軟かつ段階的な運営を行ってき

た。特に、障がい当事者、高齢者、乳幼児連れなど多様な当事者が関与することから、研究の目的や進捗、

得られた知見について関係者間で丁寧に共有し、必要に応じて計画や検討内容を見直す運営を重視した。 

実証の過程では、当初想定していた技術検証中心の枠組みに対し、当事者からの意見を踏まえて心理的

負担や利用しやすさに配慮した内容へと調整を行った。こうした対応により、研究の方向性や到達目標

は関係者間で共有され、段階的にアップデートされていった。 

また、九州大学内の RInCA プロジェクトとの連携により、分野横断的な議論やワークショップを実施

した。RInCA 自体は最終年度プロジェクトであったため、協働は単年度での取り組みであったが、協働に

おいて「空飛ぶクルマ」関連プロジェクト・別府市・自立支援センターおおいたとの意見交換を通じて、

防災と観光の両面から移動支援を捉える視点が得られ、その後のエイジフリーツーリズムに関する検討

へとつながっている。 

さらに、社会実装を見据えた取り組みとして、福岡地域戦略推進協議会（FDC）と連携し、福岡市デー

タ連携基盤を活用した展開可能性について協議を進めた。現在は、福岡市企画調整部、データ連携基盤担

当部署、地域福祉局等との連携のもと、福岡市のバリアフリーマップや都市 OSとの接続可能性について

具体的な検討を進めており、継続し正式な協議の場を設ける予定である。 

以上のように、本プロジェクトは、多様なステークホルダーとの共創を基盤とし、研究開発の進捗に応

じて体制や方針を柔軟に調整しながら運営されてきた。加えて、研究成果を単発の実証にとどめず、行政

施策や地域実装へと接続する視点を一貫して保持してきた点に特徴がある。 

 さらに、こうした運営プロセスを通じて得られた合意形成の手法や関係構築の知見は、今後の類似事

業や他地域展開においても再現可能なモデルとして活用できるものであり、本研究の成果を持続的に発

展させる基盤となると考えられる。 
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その他 

 

1. 補足事項（任意） 

■データ・マネジメントおよび個人情報の取扱い 

本研究では、移動困難者の行動データや主観評価、位置情報等を取り扱うことから、研究開始当初よりデ

ータ・マネジメントおよび個人情報保護を重要な課題として位置付けてきた。研究計画段階においては、

取得データを匿名化・統計化した上で分析する方針を定め、個人が特定され得る情報については取得し

ない、もしくは取得する場合には事前に十分な説明と同意を得る体制を構築した。 

実証段階では、アンケート調査や行動ログ取得にあたり、個人が特定されない形での ID付与、位置情報

の空間解像度の調整、自由記述の取扱いルールの明確化等を行い、倫理的配慮を徹底した。また、データ

の管理については、研究代表機関の管理規程に基づき、アクセス権限を限定した環境下で保管・分析を実

施した。 

研究の進展に伴い、当初想定していなかったデータ連携（行政データ、民間事業者データ等）の可能性が

生じたことから、当初計画を見直し、個人情報を含まない形でのデータ連携を原則とする方針へと整理

した。特に、福岡市データ連携基盤や都市 OSとの接続を視野に入れる中で、個人情報を扱わない「集計・

傾向データ」に限定する運用方針を明確化し、関係機関との間で認識共有を行っている。 

このように、本研究では研究の進展に応じてデータ取扱い方針を柔軟に見直しつつ、個人情報保護およ

び研究倫理の観点から適切な管理体制を維持してきた。 

■KPI 

本研究では、移動困難者の回遊・交流・社会参加を実現するため、①技術基盤の構築、②当事者参加型の

実証、③社会実装に向けた体制形成の三段階で KPIを設定した。 

① 個人の状況に応じた回遊ルート提示（目標 1） 

本項目では、高解像度デジタルツイン上に都市のバリア・快適情報を蓄積し、個人の状態に応じた回遊ル

ート提示の可能性を検証することを KPI とした。実証では、都市マスター情報、物理的バリア、環境情

報、人流データを統合したデジタルツインを構築し、車椅子搭載センサーおよび AIカメラによるデータ

取得を実施した。天神地区における被験者可能性試験を通じ、回遊ルート提示による安心感・移動意欲の

向上が確認された。試験的実施にとどまっており、本格的な実装による検証はソリューション創出フェ

ーズにおいて実施する。 

② 移動困難者とサポーターのマッチング（目標 2） 

移動困難者と支援者双方の心理的バリアを解消することを目的に、アンケートおよび実証イベントを実

施した。その結果、「声をかける不安」「支援方法が分からない」といった心理的障壁が明確となり、これ

を可視化・緩和する仕組みとして「思いやり経験値」の概念を整理した。街中実証では、可能性試験によ

り、当事者参加型の情報収集・「思いやり経験値」の概念を整理を確認し、移動困難者・支援者双方で「行

動しやすくなった」「理解が深まった」との回答が増加した。また、ソリューション創出フェーズからは、

SOS マッチングシステムを実装に向けて、福岡市・北九州市・糸島市・別府市で実装予定である。 

③ 公共空間のリ・デザイン／マネジメント DX（目標 3） 

デジタルツインを活用し、時間帯別の混雑・快適性を可視化することで、公共空間の再設計に資する知見

別紙 1 
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を得ることを目標とした。天神地区においてヒートマップを作成し、「人」ではなく「場所」を単位とし

た支援の考え方を整理した。地権者・行政・商店街等との協議を複数回実施し、公共空間の活用や支援マ

ーク導入の可能性について合意形成を進めた。このように、何点か実装は次フェーズに持ち越す形とな

ったが、社会実装に向けた基盤形成・シナリオの創出という点では当初目標を達成し、・移動困難者の行

動変容・支援行動の心理的障壁の可視化・公共空間マネジメントへの展開可能性を実証的に示すことが

できた。一方で、実装・制度化については次フェーズでの継続検討が必要であり、本研究はそのための技

術的・社会的基盤を構築した段階にある。これらの成果は、今後のソリューション創出および他地域展開

に向けた重要な基盤となるものである。 

 

2. 研究開発実施体制 

 

2-1. 研究開発実施者 

(1) 体のバリアフリーグループ（リーダー氏名：高取千佳） 

氏名 フリガナ 所属機関 所属部署 
役職 

（身分） 

高取 千佳 
タカトリ チ

カ 
東京大学 

大学院工学系研

究科 
准教授 

工藤 真生 クドウ マオ 九州大学 
大学院芸術工学

研究院 
助教 

羽野 暁 ハノ サトシ 九州大学 

キャンパスライ

フ・健康支援セン

ター 

特任准教授 

ULLAH SM ASIK 
ウラーアシッ

クイスイム 
九州大学 

大学院芸術工学

研究院 
特任助教 

Binrong LIN 
ビンロン リ

ン 
九州大学 

大学院芸術工学

研究院 
D1 

宮崎 萌子 
ミヤザキモエ

コ 
九州大学 

大学院芸術工学

研究院 
M1 

 

(2)  心のバリアフリーグループ（リーダー氏名：清水 邦之） 

氏名 フリガナ 所属機関 所属部署 
役職 

（身分） 

清水 邦之 
シミズ クニ

ユキ 

福岡市身体障害

者協会 
  会長 

高野 茂 
タカノ シゲ

ル 

九州先端科学技

術研究所 

オープンイノベ

ーション・ラボ 

イノベーショ

ン・アーキテ

クト 
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内山 大輔 
ウチヤマ ダ

イスケ 
Divers Project  代表 

 

(3) 公共空間マネジメントグループグループ（リーダー：黒瀬 武史） 

氏名 フリガナ 所属機関 所属部署 
役職 

（身分） 

黒瀬 武史 
クロセ タケ

フミ 
九州大学大学院 

人間環境学研究

院 
教授 

蕭 耕偉郎 
ショウ コウ

ジロウ 
東京大学大学院 工学系研究科 准教授 

 

2-2. 研究開発の協力者・関与者 

氏 名 フリガナ 所 属 
役 職 

（身分） 
協力内容 

深田 彰 フカダアキラ Divers 

Project 

ア ド バ イ

ザー 

プロジェクト進行助言 

 

 

3. 研究開発成果の発表・発信状況、アウトリーチ活動など 

 

3-1. シンポジウム等 

 

年月日 名称 主催者 場所 参加人数 概要 

2023/1

2/5 

九州大学ICT行動変容

ユニットオープン研

究会 

九 州 大

学 ICT

行 動 変

容 ユ ニ

ット 

大 橋 キ

ャ ン パ

ス 

60 福岡における情報系や街づ

くりに関する行政・企業・研

究者に対し本プロジェクト

をプレゼンで紹介し、議論

と参加者の連携を行った。 

2024/1

/18 

天神地区車椅子街歩

きワークショップ 

九 州 大

学 

天神 67 天神地区において、車椅子

当事者と学生 36名が街歩き

を実施し、体のバリア・心の

バリアに関して議論した。 

2024/1

/27 

天神地区車椅子街歩

きワークショップ 

九 州 大

学 ・

Divers 

Map 

天神 30 天神を拠点に、福岡におい

て広く市民が車椅子で街歩

きを行い、どういった点が

バリアになるかの抽出と進

みやすいルート抽出を行っ
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た。 

2024/2

/23 

天神地区車椅子街歩

きワークショップ 

九 州 大

学 ・

Divers 

Map 

天神 12 天神を拠点に、福岡におい

て広く市民が車椅子で街歩

きを行い、どういった点が

バリアになるかの抽出と進

みやすいルート抽出を行っ

た。 

2024/3

/1 

地域の社会的課題解

決の最前線 

一 般 社

団 法 人 

福 岡 県

中 小 企

業 家 同

友会 環

境 経 営

委 員 会 

3月勉強

会 

吉塚 25 福岡県中小企業家同友会に

おいて講演を行い、起業家

とのやり取りを行った。 

2024/3

/12 

第 31 回九州大学-NTT

西日本-NTT 連携協議 

 オ ン ラ

イン 

20 本プロジェクトの概要を

NTTと協議に紹介し、心のバ

リアに関する共同研究に発

展することとなった。 

2024/3

/20 

大橋・塩原地区車椅子

街歩きワークショッ

プ 

九 州 大

学 ・

Divers 

Map 

大橋・塩

原 

42 天神地区において、車椅子

当事者と地域住民 42名が街

歩きを実施し、体のバリア・

心のバリアに関して議論し

た。 

2024/5

/18 

福岡市大橋地区双子

ベビーカー・車椅子街

歩きワークショップ 

九 州 大

学 ・

Divers 

Map・タ

タママ 

大 橋 キ

ャ ン パ

ス 

60 大橋キャンパスを拠点に、

双子ベビーカーと車椅子で

街歩きを行い、街における

バリア抽出を行った。 

2024/8

/4 

天神地区車椅子街歩

きワークショップ 

九 州 大

学 ・

Divers 

Map 

天神 60 天神地区において、車椅子

当事者と市民が街歩きを実

施し、体のバリア・心のバリ

アに関して議論した。 

2024/1

0/5 

北九州市黒崎地区車

椅子街歩きワークシ

ョップ 

九 州 大

学 ・

Divers 

黒崎 48 黒崎地区を拠点に、広く市

民が車椅子で街歩きを行

い、どういった点がバリア
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Map になるかの抽出と進みやす

いルート抽出を行った。 

2024/1

0/25 

糸島市車椅子・シニア

カー街歩きワークシ

ョップ 

九 州 大

学・SEED 

HOLDING

S・糸島

市 

筑 前 前

原 

12 糸島市・筑前前原地区にお

いて、広く市民が車椅子・シ

ニアカーで街歩きを行い、

どういった点がバリアにな

るかの抽出と進みやすいル

ート抽出を行った。 

2024/1

1/10 

福岡・別府共創 WS（移

動困難者×空クルワ

ークショップ） 

JST －

SOLVE・

RINCA 

大 橋 キ

ャ ン パ

ス 

40 空飛ぶクルマが移動困難者

の移動困難者の移動に将来

どのように貢献できるか、

別府市村野氏・後藤氏をお

招きし、議論とワークショ

ップを行った。 

2025/1

1/28-

12/8 

FUKU OKA CHRISTMAS 

FESTA 

九 州 大

学・実行

委員会 

福岡市 2000 大学・民間企業主導のユニ

バーサルイベントにおい

て、車椅子の街歩きワーク

ショップを開催すると共

に、心のバリアフリーに向

けた飲食店の思いやりポイ

ントアプリの可能性試験の

実施を行った。 

2025/3

/15 

北九州市小倉地区車

椅子街歩きワークシ

ョップ 

九 州 大

学 ・

Divers 

Map 

小倉 42 小倉地区において、車椅子

当事者と市民が街歩きを実

施し、体のバリア・心のバリ

アに関して議論した。 

2025/3

/30 

福岡市天神地区・ワン

ビル車椅子街歩きワ

ークショップ 

九 州 大

学 ・

Divers 

Map・西

日 本 鉄

道 株 式

会社 

ワ ン ビ

ル 

50 福岡市の進める天神ビッグ

バンにおける再開発の目玉

プロジェクトであるワンビ

ルにおいて、オープニング

前に車椅子当事者と市民が

街歩きを実施し、今後のま

ちづくりにおけるバリアフ

リーの在り方や、体のバリ

ア・心のバリアに関して議

論した。 

2025/5

0/31 

別府市バリアフリー

観光まち歩きワーク

東 京 大

学・自立

別府 50 別府市中心部において、広

く市民が車椅子・シニアカ
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ショップ 支 援 セ

ン タ ー

お お い

た ・

Divers 

Project 

ーで街歩きを行い、どうい

った点がバリアになるかの

抽出と進みやすいルート抽

出を行った。 

2025/6

/19 

「すべての人に、やさ

しい街を～福岡：車椅

子バリアフリー改革」 

東 京 大

学・九州

大 学 ・

Divers 

Map・西

鉄 

VENTURE 

CAFE 

FUKUOKA 

40 ワンビルにおいて、海外の

ユニバーサルデザインの事

例を踏まえつつ、福岡で何

ができるかの講義を行っ

た。 

2025/7

/19 

第16回 バリアフリー

ルート集め街歩きイ

ベント in北九州 

東 京 大

学・九州

大 学 ・

Divers 

Map ・

Code 

for 

Kitakyu

shu 

北 九 州

市 小 倉

地区 

30 小倉地区において、車椅子

当事者と市民が街歩きを実

施し、体のバリア・心のバリ

アに関して議論した。 

2025/8

/31 

上野車椅子街歩きワ

ークショップ 

東 京 大

学 ・

Divers 

Map・東

京 藝 術

大学 

上野 50 上野地区において、車椅子

当事者と市民が街歩きを実

施し、地権者らと体のバリ

ア・心のバリアに関して議

論した。 

 

3-2. 社会に向けた情報発信状況、アウトリーチ活動など 

 

(1) 書籍、フリーペーパー、DVD 

・特になし 

 

(2) ウェブメディアの開設・運営 

・現在作成中 

 

(3) 学会（3-4.参照）以外のシンポジウム等への招聘講演実施等 

・高取千佳, 移動困難者の回遊・交流・社会参加を実現する公共空間マネジメント DXプラットフォーム
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のシナリオ創出, 九州大学 ICT行動変容ユニットオープン研究会, 2023年 12月 1日 

・高取千佳, 移動困難者の回遊・交流・社会参加を実現する公共空間マネジメント DXプラットフォーム

のシナリオ創出, 第 31回九州大学-NTT西日本-NTT連携協議会 2024 年 3月 12日 

・高取千佳, 地域の社会的課題解決の最前線, 一般社団法人 福岡県中小企業家同友会 環境経営委員会 

3月勉強会 2024 年 3月 22 日 

  ・高取千佳，移動困難者の回遊・交流・社会参加を実現する公共空間マネジメント DXプ 

ラットフォームのシナリオ創出, 九州大学データ駆動イノベーション推進本部 デジ 

タル社会創造研究部門 第 8回研究会 2024年 5月 14日 

・高取千佳, グリーンインフラからはじまるまちづくり ～グリーンインフラ・イニシアティブ～, 国土

交通省 まちづくり GXセミナーin福岡, 2025年 2月 19日 

・高取千佳，グリーンインフラからはじまるまちづくり～包摂型都市の構築に向けて～，日本みち研究所

第 28回オンラインセミナー 2025 年 7月 31日   

・高取千佳, IIC 情報交移動困難者の回遊・交流・社会参加を可能とする DXプラットフォーム構築に向

けて, IIC情報交換会 2025年 6月 27 日 

 

3-3. 論文発表 

(1) 査読付き（ 12 件） 

●国内誌（ 6 件） 

・謝 知秋, 本間 里見, 内山 忠, 高取 千佳, 駅前広場景観における緑視率と天空可視率の心理的影響

に関する研究, 日本建築学会計画系論文集 89(818) 701-71 2024年 4月 

・渡邉佑哉, 高取千佳, GPSデータを活用した河川の環境要素と移動・滞在行動との関係分析 -福岡県福

岡市那珂川を対象として-, 都市計画論文集 58(3) 508-515 2023年 11月   

・葛川匠, 高取千佳, 街路の余白空間の抽出とプレイス機能の付与に関する研究 ―天神明治通り地区を

対象として―, 都市計画論文集 58(3) 851-858 2023年 11月 

・「歩いて楽しい指標」を活用した城下町水路景観の評価 ―福岡県柳川市を対象としてー, 田中祐暉, 高

取千佳, 都市計画論文集 58(3) 1446-1453 2023年 11月 

・村山 耕太郎, 高取 千佳, 地方都市の中心市街地におけるウォーカブルなまちづくり推進のための街

路評価 福岡県飯塚市を対象地として, 都市計画論文集 60(3) 1353-1360 2025 年 10月  査読有り 

・梅田 兼嗣, 高取 千佳, 人流ビッグデータを用いた来訪者の自転車回遊行動の分析と公園施設整備指

針の考察 国営海の中道海浜公園を対象として, 都市計画論文集 60(3) 1210-1217 2025年 10月  査読

有り 

 

●国際誌（ 6 件） 

・Xinqin Liu, Runzhu Gu, Sujit Kumar Sikder, Zhiqiu Xie, Chika Takatori, Xiaoping Xie, Mapping 

the endogenous drivers of mega-urbanisation in contemporary urban development, Journal of 

Urban Management 2025年 1月  査読有り. 

・Yubei LIU, Satoru IIZUKA, Junya YAMAZAKI, Chika TAKATORI, Effectiveness of mitigation measures 

for future thermal environments: Comparison between inland and coastal cities in China, Thermal 



 

19 

 

Science and Engineering Progress 102894 2024年 9月  査読有り. 

・Yubei Liu, Satoru Iizuka, Chika Takatori, A numerical investigation of the cooling effects 

of urban green parks on future thermal environment in Dalian, China, Thermal Science and 

Engineering Progress 102771-102771 2024年 7月  査読有り 

・Wang QING, Chen ZONGYANG, Chika TAKATORI, Urban Dynamics and their Implication on Greenness 

Trends: A 25-Year Retrospective Study of the Changing Face of Tokyo Metropolitan Area, 

Environmental and Sustainability Indicators 100427 2024年 6月. 査読有り. 

・Qing Wang, Chika Takatori, Kenjiro Kito, Who moves where—and what housing choices do they 

make? uncovering spatial polarization through life-course migration in a shrinking megacity, 

Cities 169 106508-106508 2025 年 9月  査読有り 

・Zongyang Chen, Chika Takatori, Is green alone enough? A mixed-design virtual reality study 

on landscape elements and restorative effects across different occupations, Landscape and 

Urban Planning 261 105392-105392 2025年 5月 査読有り 

 

（２）査読なし（ 5 件） 

・高取千佳, 福岡市都心部における回遊・滞留・交流行動の促進に向けた公共空間マネジメント, ンド

スケープ研究 87(3) 2023年 10 月 

・羽藤 英二, 仲田 泰祐, 高取 千佳, 小泉 秀樹, 佐々木 邦明, 対談 コロナが都市に及ぼした影響と

これからの都市, 都市計画 72(4) 116-120 2023年 7月 

・朝廣和夫, 高取千佳, 造園・ランドスケープと DX, 測量協会 月刊『測量』 2023 年 11月 

・朝廣 和夫, 高取 千佳, 平岡 直樹, シンポジウム報告 ランドスケープ分野におけるデジタルトラン

スフォーメーションの広がりと未来, ランドスケープ研究 87(3) 250-253 2023年 11月・ 

・高取千佳, 那珂川―古えから未来への連鎖, 建築雑誌, 2024年 7月   

 

3-4. 口頭発表（国際学会発表及び主要な国内学会発表） 

（１）招待講演（国内会議 0 件、国際会議 0 件） 

 特になし 

 

（２）口頭発表（国内会議 5件、国際会議 8件） 

・高野 茂, 高取 千佳, 羽野 暁公共空間におけるバリアフリー状況の可視化のための人流等センシング

環境の構築, 情報処理学会全国大会 2024 年 3月 15日 

・王晴, 高取千佳, 木藤健二郎, 異なる都市発展傾向における各要因が社会増減に与える影響の差異：

東京首都圏の事例研究, 2024年度日本造園学会九州支部大会, 2024年 11月 30日. 

・梅田兼嗣, 高取千佳, 観光客の周遊行動の分析とそれに伴う観光地魅力向上について －国営海の中道

海浜公園を対象に－, 2024年度日本造園学会九州支部大会, 2024年 11月 30日. 

・村山耕太郎, 高取千佳,地方都市中心市街地におけるウォーカブルなまちづくり推進のための街路評価

-福岡県飯塚市を対象地として-, 2024年度日本造園学会九州支部大会, 2024年 11月 30日. 

・渡邉佑哉, 高取千佳, GPS データを用いた周辺エリア回遊行動における都市公園の使われ方に関する
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分析, 2024年度日本造園学会九州支部大会, 2024年 11月 30日. 

・Jessica Santos, 高取 千佳, 北九州市における持続可能な開発のための教育（ESD）のプログラムと

パートナーシップの分析, 2023年度日本造園学会九州支部大会 2023年 12月 9日 

・Binrong Lin, Chika Takatori, Comparison of the impact of Mobility as a Service (MaaS) on the 

travel behavior of wheelchair users and stroller  

Proceedings of RGS-IBG Annual International Conference 2024, Dublin 2024 年 8月 27日 

・Binrong Lin, Chika Takatori, The evolution of mobility services for wheelchair users its 

geographical characteristics, Proceedings of RGS-IBG Annual International Conference 2024, 

London 2024年 8月 27日 

・Lin Binrong, Takatori Chika, Assessing and mapping transport poverty – Attitudes towards 

MaaS and its impact on mobility patterns among people with mobility difficulties in Fukuoka, 

Japan, 17th Asian Planning School Association Congress 2024年 11月 8日. 

・QING WANG, Chika Takatori, Mapping the 5 urban dynamic patterns and 3 greenness trends 

through proposing a normalized index in the Tokyo Metropolitan Area over 25 years, RGS-IBG 

Annual International Conference 2024 2024年 8月 27日. 

・Binrong Lin, Chika Takatori, The evolution of;mobility;services for wheelchair users;its 

geographical characteristics, RGS-IBG Annual International Conference 2024, 2024 年 8月 27日. 

・Binrong Lin, Chika Takatori, Comparison of the impact of Mobility as a Service (MaaS) on the 

travel behavior of wheelchair users and stroller,RGS-IBG Annual International Conference 2024, 

2024年 8月 27日. 

・Chika Takatori, Binrong, Lin, Travel behavior change among people with disabilities after 

adopting mobility as a service (maas): an ecological-travel behavior modeling approach  

The International Society for Ecological Modelling Global Conference 2025 2025年 10月 22日 

 

（３）ポスター発表（国内会議 ４ 件、国際会議   件） 

・宮崎 萌子, 高取 千佳, 車椅子ユーザーが感じるバリアの個人差と移動抵抗を用いた街路評価, 2023

年度日本造園学会九州支部大会 2023 年 12月 9日 

・葛川 匠, 高取 千佳, 街路の余白空間の抽出とプレイス機能の付与に関する研究―天神明治通り地区

を対象として―, 2023年度日本造園学会九州支部大会 2023年 12月 9日 

・陳 宗揚, 高取 千佳, 都市の小緑地が景観回復体験と心理的回復に及ぼす影響: 仮想現実アプローチ, 

2023年度日本造園学会九州支部大会 2023 年 12月 9日 

・GPSデータとアンケートを活用した河川の環境要素と河川の移動・滞在行動との関係分析, 渡邉 佑哉, 

高取 千佳, 2023年度日本造園学会九州支部大会 2023年 12月 9日・ 

・ 

 

3-5. 新聞／TV報道・投稿、受賞等 

（１）新聞報道・投稿（11 件） 

・読売新聞「障害者や高齢者向け 移動しやすいルート表示」、 2024年 2月 
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・西日本新聞「「バリアフリーの道」検索アプリ、福岡市で 23日に体験イベント」、2024 年 2月 1日 

・西日本新聞「車椅子ベビーカーでも利用しやすく」、2024年 5月 9日 

・読売新聞「障害者や高齢者に快適な回遊考える」、 2024 年 9月 

・西日本新聞「バリアフリーの道を検索するアプリ、コンテストで最優秀賞 福岡市の内山さんらが開

発」 

・テレビ朝日「未来につなぐウェーブ」、2025 年 8月 

・OBS大分放送、2025年 6月 

・OAB大分朝日放送、2025年 6月 

・CTBメディア、2025年 6月 

・大分合同新聞、2025年 6月 

・TOSテレビ大分、2025年 6月 

 

（２）受賞（1件） 

・Geoアクティビティコンテスト最優秀賞（Divers Projectとの共同受賞）, ダイバーシティー実現バ

リアフリールート共有アプリ「Divers Map２」, G空間 EXPO2025  

Divers Project・JST SOLVE 高取プロジェクト 

・DiversMapの取材を受けた J:COMの地デジ 11チャネルにて放送されている「こちら J:COM安心安全課」

の番組が J:COMの YouTubeチャネル「通ってみたら困った！！安全な避難経路を探せ」 

・日本都市計画学会九州支部長賞, 都市における公開空地の季節ごとの利用と周辺環境・空間構成要素

の関係についての研究 -福岡市博多区を対象として-, 日本都市計画学会九州支部 , 山村真由, 高取研

究室 

・日本造園学会九州支部大会 最優秀研究事例報告賞, 次世代モビリティーの導入による景観的魅力の価

値向上と交流人口の増加に関する研究 -福岡県糸島市を対象として, 日本造園学会九州支部 , 高野志

映, 高取千佳 

 

3-6. 知財出願【出願件数のみ公開） 

（１）国内出願 

・特になし 

（２）海外出願 

・特になし    

 

 以上 
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